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１．はじめに 

東日本大震災を契機に，原子力関連施設の安全性が求め

られ，活断層の位置や活動性の把握が重要になっている．

活断層のトレンチ調査では，断層によって破断した層と断

層活動後に堆積した層を区別しなければならない．断層が

粘土・砂礫層中に存在する場合には，目視では断層位置が

判別困難となる場合がある．本報告は，トレンチとジオス

ライサーによる活断層調査において，γ線探査を組合わせ

て粘土・砂礫層中の断層を検出した事例を紹介する． 

２．測定方法 

γ線探査法は，ウラン系列元素（239U），トリウム系列元

素（232Th），カリウム（40K）が放出するγ線をシンチレーシ

ョンカウンターで検出し，その強度（放射線の数）を計測

する方法である．計測方法としては全計数法を用いた．使

用機器はシンチレーションサーベイメータ（アロカ社製

TCS-151 型）で，放射線の単位は 1cm 線量当量率（×

10-2μSv/h）である．測定は 10 秒おきに 5 回読み取り，その

平均値を測定値とした．ジオスライサーによるγ線測定機

器は HPI 製 5000 型シンチレーションサーベイメータを用

い，各測点の計測は 30 秒積算線量（pSv）とした．γ線探

査の測点間隔は，10cmである． 

３．己斐断層の検出 

 己斐断層は，広島市西区から安佐南区にかけて北北東に

延びるC級活断層である１）．1996年4月に広島市西区己斐

においてトレンチ調査が実施された．断層は花崗岩中に見

られ，測定は土石流性の砂礫層で実施した（写真．1）． 

   

写真.1 トレンチでの断層位置とγ線異常箇所 （赤棒） 
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図.1 γ線測定結果（己斐断層） 

γ線測定結果を図．1 に示す．測点距離 3.0m～4.2mのγ

線 強 度 の 平 均 値 は 22.19×10-2μSv/h ， 標 準 偏 差 は

0.64×10-2μSv/h である．4.5m～6.0m のγ線強度の平均値は

22.61×10-2μSv/h，標準偏差は 0.21×10-2μSv/h である．花崗

岩の断層近傍では高γ線強度が検出され，この箇所が玉石

混じり砂礫層中の断層と判断される． 

４．花折断層の検出 

 花折断層は，京都市東部から滋賀県西部にかけて北北東－

南南西方向に延びる右横ずれ活断層である１）．2000 年8 月に，

京都市左京区修学院月輪寺町においてトレンチ調査が実施

された．トレンチ壁面には砂層・シルト層および砂礫層が露出

し，それらを変位させる高角度の断層が認められた（図．2）２）．

地層のγ線強度の平均値は 15.09×10-2μSv/h，標準偏差は

0.38×10-2μSv/h である．図．3 は図．2 の枠内の範囲におい

てγ線を計測した結果を整理し，平均値から標準偏差の 2

倍～3 倍離れた測定値を異常値とし黒色で示した．  

 

図.2 トレンチ北東側壁面のスケッチ（花折断層）２） 



  

 

図.3 北東側トレンチ壁面のγ線強度区分図 

   ●：γ線強度異常値 

      

写真.2 トレンチでのγ線強度異常値分布（赤線部） 

γ線強度異常値は高角度に直線状に延び，スケッチで記

載されている2条以外にも南東側に2条の断層（f-3，f-4）

が検出された（写真.2）． 

５．堅田断層の検出 

 堅田断層は，琵琶湖西岸断層の南部に位置する長さ11km

の断層で，活動度B級とされている１）．2006 年に堅田断層

のほぼ中央部に位置する大津市本堅田において大規模なジ

オスライサー調査が実施された．活断層が分布するとされ

る低崖付近には，薄い泥炭質シルト～粘土層を挟在する軟

弱な青灰色シルト～粘土層が厚く堆積している．軟弱な粘

土層内に在る断層面は目視で判別が困難であるため，低崖

付近で実施された群列ジオスライサー試料を対象にしてγ

線探査を実施した．幅 120～150cm・長さ約 3.5m の幅広型

ジオスライサーで測定を行ない，測定した採取土層の厚さ

は 10cm～20cm である．幅広型ジオスライサーでの測定結

果を図.4 に示した．測点間隔は 10cm である．粘土の平均

値は 760.5pSv，標準偏差は 23.2 pSv である．異常値であ

る高γ線強度と低γ線強度は直線状に認められ，粘土層内

の断層と判断される（写真．3）． 
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図.4 幅広型ジオスライサーでのγ線測定結果 

 

写真.3 幅広型ジオスライサーでのγ線強度異常値 

（赤破線部） 

６．まとめ 

断層破砕帯において帯磁率異常が生じている３）.帯磁率

は，磁性鉱物の大きさ，磁性鉱物の増減，磁性鉱物の風化・

変質によって変化する. 帯磁率が高いほどγ線吸収量が多

くなるため，断層では非破砕部のγ線強度より高γ線や低

γ線が検出される３）．トレンチやジオスライサーにおいて

層相が同じ中での断層判別が困難である場合，γ線探査に

よるγ線異常値が直線状に延びる形態から断層の分布が把

握できる．γ線異常値が検出されない地層は，断層活動後

に堆積した層と判断される． 
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